
船堀幼稚園 学校応援団 実践報告書 
                            

１ 校長及びコーディネーター氏名 
   船堀幼稚園長   小澤 明子 

コーディネーター  秋葉 良成                                   
                                   

２ ボランティア登録数（令和 7 年 1 月末現在）８名 
 

３ 今年度の活動状況 

応援団の種類・名称 
活 動 状 況(週、月、不定

期) 

ボランティア

数 

（実人数） 

ドングリの会 

（江戸川総合人生大学 修了者） 
自然物の提供、染物体験 ２名 

泥団子の会 

（ＰＴＡＯＢ・元会長等） 
もちつき手伝い（１２月） ５名 

ＰＴＡ（登録外） 夏まつり・遠足等の手伝い ＰＴＡ会員 

個人ボランティア 

（地域・町会の方 元職員等） 
未就園児の会手伝い（週１回） １名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏まつり               年長組の藍染め 

PTAがお店屋さんのお手伝い         染液を作り染め方も指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もちつき             未就園児の会の運動会 

かまどでもち米を蒸かす本格派        笑顔で親子に対応             



４ 成果 
幼稚園で楽しい経験ができる・安心して過ごせる場だと感じることが、在園児や未就

園児親子の笑顔につながったと思います。いろいろな方に見守られ支えられていること

を実感できた姿がありました。 

 

５ 課題 
働き方改革等を考慮し、教職員の負担とならないよう減らす方向で検討した行事がい

くつかあったことが課題ではあるが、今後も今年度同様の内容が適切であると考えま

す。 

園児数の減少に伴いＰＴＡは手伝いと言う形で募集しているが、修了児保護者にも範

囲を広げる必要な時が来るのではないかと思います。 

 

 

６ コーディネーターより 
応援団のメンバーが得意分野や経験を生かして、子どもたちや保護者のために力を貸

してくれています。子どもたちとかかわるとエネルギーをもらえるのが、またお手伝い

したいと思うメンバーもいます。これからも応援団として船堀幼稚園を盛り上げていけ

るよう協力したいです。 

 

７ 園長より
行事や活動の中には、園の教職員だけでは実施できない行事や活動が実施できるのは

応援団のサポートがあるからです。子どもたちの成長にとっても、なくてはならない存

在です。応援団の皆様のご活躍に感謝いたします。ありがとうございます。


